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予選ラウンド

ファイナル
ラウンド

馬場 毅（レギュラーシーズン優勝）
ＶＳ

杉原陽一（予選ラウンド勝利）

前代未聞の2会場リレー開催となった今年のＷＢＦ千里シリーズを制したのは、終始ぶれ

ないボウリングを展開した杉原陽一。

ソチ五輪、ブラジルW杯-数多くの名勝負が繰り広げられた２０１４年。その総決算となるＷ

ＢＦ千里シリーズは秋空晴れ渡る１０月２６日に開催された。今季シリーズは予選ラウンドを

ＷＢＦの聖地ボウル曽根で行い、ファイナルラウンドを新三国アルゴボウルに移動して行うと

いうかつてない形をとった。

半年に及ぶレギュラーステージを勝ち抜いた馬場毅選手への挑戦権を賭けてまず行なわ

れた予選ラウンドには６選手が出場。島和男.com選手、島裕二選手、杉原陽一選手、藤原聡

選手ら常連に、著しい成長を見せる馬場春毅選手、そして久しぶりのエントリーとなる高見徹

選手が顔を揃えた。

続いて，馬場VS杉原の対戦となった３勝先取方式のファイナルラウンドでは、抜群の安定

感を誇る杉原選手が３勝１敗で馬場選手を降し、千里シリーズ制覇を果たした。２年連続シ
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予選ラウンド結果
選手名 ｹﾞｰﾑ 素点　 ﾊﾝﾃﾞ ﾊﾝﾃﾞ込得点
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2 -2
2 18

　※　杉原陽一選手がファイナルラウンド進出！
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圧倒的スコアで杉原選手 予選Ｒ制す！
２０１４年レギュラーシーズン王者 馬場毅選手への挑戦権は杉原陽一選手がゲット！

千里シリーズファイナルラウンド出場権を決める予選ラウンドはボウル曽根で２ゲーム制

の試合を実施。

第１ゲーム、いきなり異次元スコアが出現。杉原選手が素点２２２、ハンデ込２２０をマー

ク。会場移動に動揺し、スコアメイクに苦しむ他選手をよそに杉原選手は安定感抜群の投球を

披露した。以下 高見徹選手が素点１３５、ハンデ込１６４、島和男.com選手が素点１４１、ハ

ンデ込１５９と続いた。

続く第２ゲームは諦めと奇跡を願う気持ちが交錯する中スタート。このゲーム、秘密練習

の成果が出た藤原聡選手が健闘。素点１５５、ハンデ込１８６をマーク。島裕二選手が素点１３

３、ハンデ込１６９と続く。また馬場毅選手の実子で親子対決を願う馬場春毅選手は素点１０７、

ハンデ込１６７をたたき出す。しかし杉原選手の１ゲーム目の圧倒的なスコアの前になすところ

もなく予選ラウンドは終結。

この後、会場を新三国アルゴボウルに移し、ファイナルラウンドが開催された。



 杉原陽一 ５／ 　× ９／ 　× 　× ７／ ⑧１ ９－ ８／ Ｘ９／ -2
(予選Ｒ勝者) 20 40 60 87 107 125 134 143 163 181

↑11 ↑17 ↑27 ↑28 ↑37 ↑39 ↑29 ↑36 ↑48 １勝 HDCP
↓2 競技点

馬場毅 ⑦２ ３４ ８／ ４／ ７／ ９－ ７－ ９／ ９／ ３５ 11
(シーズン優勝) 9 16 30 47 66 75 82 101 114 133

  

 杉原陽一 ８／ ５／ ９／ ８１ ９／ ５／ ９／ ⑧／ ９／ ９／×８ -2
(予選Ｒ勝者) 15 34 52 61 76 95 113 132 151 167

↑6 ↑15 ↑18 ↑14 ↑24 ↑26 ↑37 ↑38 ↑48 ２勝 HDCP
↓6 競技点

馬場毅 ７１ ３４ ９－ １５ Ｘ ⑧１ ７／ ６２ Ｘ ７１ 11
(シーズン優勝) 8 15 24 30 49 58 74 82 100 119
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ハンデ込み
得点差⇒

ハンデ込み
得点差⇒
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●ファイナルラウンド第１戦

杉原 連続マークで先制！
杉原選手は６フレまでフルマークと上々の滑り出し。７フレでスプリット、８フレでスペアミスがあったが、それ

以外は危なげのない投球で着実にスコアを重ね、第１ゲーム勝利。
対する馬場選手は１、２フレの不調が大きかった。３フレから連続してスペアをとるも、ストライクが出ずスコ

アを伸ばすことができなかった。

●ファイナルラウンド第２戦

杉原ストライクゼロも連勝
このゲーム杉原選手は一度もストライクを出すことはなかったが、手堅くスペアを重ね第１戦に続き勝利。

早くもシリーズ制覇に王手をかけた。

一方馬場選手はこのゲームでも思うところに投球できず苦しむ。果たしてレギュラーシーズン王者らし

い逆襲はあるのか？それとも・・・・



 杉原陽一 ⑦２ ６１ ８／ Ｘ ⑧１ ７２ ９／ ７／ Ｘ ９／ ９ -2
(予選Ｒ勝者） 9 16 36 55 64 73 90 110 130 147

２勝 HDCP
↓13 ↓15 ↓1 ↓2 ↓21 ↓31 ↓23 ↓10 ↓7 ↓6 １勝 競技点

馬場毅 ⑦２ ６３ ４２ ７／ Ｘ Ｘ ８１ ⑦－ ９／ ７／ ８ 11
(シーズン優勝) 9 18 24 44 72 91 100 107 124 153

  

 杉原陽一 　× Ｘ Ｘ Ｘ ８１ Ｘ ８１ ９／ ⑧１ ８／⑧ -2
(予選Ｒ勝者) 30 60 88 107 116 135 144 162 171 187

↑8 ↑27 ↑39 ↑41 ↑51 ↑42 ↑41 ↑34 ↑36 ３勝 HDCP
↓3 １勝 競技点

馬場毅 ７／ Ｘ ９－ ７－ ７－ ８１ ９／ ８／ ９／ ６／ ６ 11
(シーズン優勝) 20 39 48 55 62 71 89 108 124 151
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●ファイナルラウンド第３戦

馬場 Ｒシーズン王者の意地で勝利
もう後がない馬場選手だったが５、６フレで連続ストライク、杉原選手を逆転する。馬場選手はこのまま

主導権を握るかと思われたが８フレでスプリット、杉原に再逆転を許す。結局素点では杉原選手が上を
いったがハンデ込得点で馬場選手が辛うじて今シリーズ初勝利し、何とか踏みとどまった。馬場選手は逆
王手を賭けて第4ゲームにのぞむ。

●ファイナルラウンド第４戦

杉原Ｖ決める４連弾！
果たして馬場選手がタイに持ち込めるかが注目された第４ゲーム。しかし杉原選手は盛り上がる馬場

サポーターを沈黙させる。１フレから4連続ストライクが炸裂した。対する馬場選手は３フレからの４連続
ノーマークが響いた。杉原選手は終盤スプリットもあったが、ファイナルラウンド最高となる得点で勝利。千
里シリーズ優勝トロフィーを手中にした。



優勝の杉原陽一選手

疲れました(笑）。とにかく疲れまし
た。今日一番多くゲームをしたもの
ですから。自分のボウリングができ
ていたので、不安は一切なかったで
す。第２ゲームのストライクゼロは不
思議の一言です。狙ってできること
ではありません。来季の目標は千
里シリーズ３連覇。レギュラーシー
ズンも制しての完全優勝を目指しま
す。

馬場毅選手

悔しいの一言です！杉原選手との
勝負以前に自分自身に負けていまし
た。

来季は一から出直します。技術や体
力向上も大事だが生活習慣の改善も
必要だろうと考えています。それが一
番難しいけど・・・

激闘を終えて…
杉原 ３（○○●○）１ 馬場


